
python で データ解析

1. 基本事項
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python のインストール

1. 下記にアクセス
https://www.python.org/

2. Windows 版の場合は以下より入手
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python のインストール

3. チェックボックスを ON にしてインストール
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python を実行

• python のプログラムを作成後、
「XXX.py」を適用なフォルダに保存

• フォルダを右クリックし
「PowerShellウインドウをここで開く」
を選択

• 以下の命令で実行

• 対話形式で実行（[Ctrl]+[z]、[Enter] で解除）
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C:¥XXXX> python XXX.py
C:¥XXXX> py XXX.py  

C:¥XXXX> python XXX.py



ライブラリのインストール

• numpy をインストールする場合は以下

• 管理者権限が無い場合は以下の命令で実行
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C:¥XXXX> pip install numpy --user

C:¥XXXX> pip install numpy



参考： miniconda
• 普通の python よりも扱いやすく、.ipynb 形式も扱える

• miniconda installers
https://docs.conda.io/en/latest/miniconda.html

• Windows の場合：

• プログラムを入力後、[Shift] + [Enter] で実行

コマンドプロンプトが開く
（パッケージを入れる場合）
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[New] をクリックし
Notebook を開く



Google Colaboratory のセットアップ

1. Google アカウントを取得

2. Google ドライブにアクセス

3. Google ドライブに python 用
のフォルダを作成

4. 「フォルダを右クリック」→
「アプリで開く」→「アプリを追加をクリック」
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Google Colaboratory のセットアップ

5. 「colaboratory」を検索すると Google Colaboratory
が出てくるので、指示に従いインストール
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Google Colaboratory で python を実行

• 「フォルダを右クリック」→「その他」
→「 Google Colaboratory をクリック」にて開始
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Google Colaboratory で python を実行
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プログラムの保存など

プログラムの実行

プログラムの実行結果

• Colab に無いパッケージ（例：optuna）をインストールする場合

!pip install optuna



Google Colaboratory でプログラムの保存

• 「ファイル」から
「 .ipynb をダウンロード」
「 .py をダウンロード」
のいずれかを選択

• これは .ipynb ⇔ .py の
ファイル形式変換にも
活用できる
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変数、四則演算、演算子

• 計算を行うための演算子

• 変数 x の演算後、python では結果を print() で表示

• Colab の場合、式のみでも（最後の式の）結果を表示
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x = 2

x - 3

-1

x = 2        # 変数 x に 2 を代入
print(x - 3) # x - 3 の演算結果を表示

演算子 ＋ － ＊ / ＊＊ // %

意 味 加算 減算 乗算 除算 累乗 商 余り



1 行に複数の命令、命令途中で改行

• ; 区切りで 1 行に複数の命令を記述

• 原則、インデントは不可（以下はエラーとなる）

• 命令の途中で改行したい場合は ¥ を付ける
（ ¥ を付けた後の行は、インデントが可能になる）
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x = 1 ; y = 2 ; z = x + y

x + ¥

y + ¥

z

6

x = 1 

y = 2

z = x + y



コメント

• # 付きでコメントを付けることが出来る

• ¥ の後には # 付きコメントは記述不可

• python で日本語コメントを付ける場合は、ファイル
の 1 行目に下記を記入
（ utf-8 の他に Shift_JIS、EUC-JP、cp932 等）
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x = 2        # 変数 x に 2 を代入
print(x - 3) # x - 3 の演算結果を表示

# -*- coding: utf-8 -*-

# -*- coding: shift_jis -*-

x + ¥ # これはエラーとなる



組み込み関数

• 絶対値を求める abs()

• 数値を丸める round(数値, 小数部桁数)
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round(12.25, 1)

12.2

abs(-2)

2



組み込み関数

• 組み込み関数（すぐに使える関数は以下）だが、
1 つの数値に対する数学関数はあまり無い・・・
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abs() all() any() ascii() bin() bool() breakpoint() bytearray() bytes() callable()

chr() classmethod() compile() complex() delattr() dict() dir() divmod() enumerate() eval()

exec() filter() float() format() frozenset() getattr() globals() hasattr() hash() help()

hex() id() input() int() isinstance() issubclass() iter() len() list() locals()

map() max() memoryview() min() next() object() oct() open() ord() pow()

print() property() range() repr() reversed() round() set() setattr() slice() sorted()

staticmethod() str() sum() super() tuple() type() vars() zip() __import__()



モジュール（module）の呼び出し

• math モジュールに数学関数が用意されている

• math モジュールを呼び出して sqrt() を使用

• math モジュールの sqrt() を呼び出し

• 以下はエラーとなる
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import math

math.sqrt(2)

1.4142135623730951

from math import sqrt

sqrt(2)

1.4142135623730951

import math

sqrt(2)      # sqrt() は呼び出していない・・・



math モジュールの数学関数（抜粋）
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ceil(x) 整数に切り上げ asin(x) asin(x)

factorial(x) x ! acos(x) acos(x)

floor(x) 整数に切り下げ atan(x) atan(x)

gcd(x, y) 最大公約数 sin(x) sin(x)

isfinite(x) 有限数かどうか cos(x) cos(x)

isinf(x) 無限数かどうか tan(x) tan(x)

isnan(x) NaN かどうか gamma(x) x のガンマ関数

trunc(x) 小数を切り捨て modf(x) x の小数部、整数部

exp(x) ex pi π

log(x) logex e e

log2(x) log2x inf ∞

sqrt(x) 2 nan NaN



文字列型

• " や ' で文字列を囲む、混在も可

• 文字列同士の結合は + で行う

• 数値は str() にて文字列変換したうえで結合
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x = ' world.'

Hello world. 

"Hello" world.

x = ' world.'

'Hello' + x

'Hello' ' world.'   # 文字列だけの場合は半角スペースでも結合可

'Hello world.'

x = 456

'123' + str(x)

'123456'



文字列型

• 文字列から文字を取り出す

• スライス : を使用した文字列の取り出し
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x = ' world.'

x[0]          # 0から開始 → 1文字目
x[1]          # 2番目（1）の文字
x[-1]         # 右から1番目

' ' 

'w'

'.'

x[1:3]        # 2番目（1）から4番目（3）未満 → 2～3文字目
x[:3]         # 4番目（3）未満まで → 1～3文字目
x[3:]         # 4番目（3）から最後まで
len(x)        # 文字数

'wo'

' wo'

'rld.'

7
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リスト（list）の作成、要素へのアクセス等
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• [ ] 内にカンマ（ , ）区切りで要素を指定

• 各要素へのアクセスは、変数名[範囲] にて

x = [1,2,3,4,5]

y = [False, 'b', 3] # 異なる型の混在可
z = []              # 空のリスト

x[1:3]          # 2番目（1）から4番目（3）未満 → 2～3個目

x[:3]           # 4番目（3）未満まで → 1～3個目

x[3:]           # 4番目（3）から最後まで

x[2] = 9 # 3番目（2）の要素を99に変更

x = x + [6] # リスト x に要素を追加

x.append(6)     # 上記と同様（だが、代入文になっていない点に注意）

x = x + [7,8]   # リスト x にリストを追加

len(x)          # リスト x の要素数

y = [x, [9]] # リストの入れ子



リストの作成・操作
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list(range(5)) 0 ～ 5 未満のリスト： [0, 1, 2, 3, 4]

list(range(1,5)) 1 から 5 未満のリスト： [1, 2, 3, 4]

list(range(1,5,2)) 1 から 5 未満、2 ずつ増えるリスト： [1, 3]

x.append(y) リスト x の末尾に要素 y を追加

x.extend(y) リスト x の末尾にリスト y を追加

x.insert(2, y) リスト x の 2 番目に要素 y を挿入

x.remove(y) リスト x の要素 y を削除（複数ある場合は最初の要素のみ）

x.pop(2) リスト x の 2 番目の要素を削除（数値を省略すると -1 ）

del( x[1:3] ) リスト x の 1～2 番目の要素を削除

x.count(y) リスト x に要素 y が何個あるか

x.sort()
sorted(x)

リスト x をソート（引数 reverse=True の指定も可）



リスト内包表記
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• 規則性のある要素からなるリストを生成する場合、
リスト内包表記を使用すると便利

• 構文 1：[式 for 任意の変数名 in range等のイテラブルオブジェクト]

• 構文 2：[式 for 任意の変数名 in range等のイテラブルオブジェクト if 条件式]

a = [1, 2, 3, 4]

[x * 2 for x in a]                # [2, 4, 6, 8]

[x * 2 for x in a if x % 2 == 0]  # [4, 8]

b = range(4, 7)                   # 4, 5, 6

[[x, x * 2] for x in b]           # [[4, 8], [5, 10], [6, 12]]

['odd' if x % 2 == 1 else 'even' for x in range(10)]

['even', 'odd', 'even', 'odd', 'even', 'odd', 'even', 'odd', 'even', 'odd']



リストのコピーに関する注意
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• 代入文は「中身のコピー」ではなく参照渡しである点に注意

• 中身をコピーする場合は copy() 又はスライス : を使用する

x    = [1,2,3,4,5]

y    = x

y[2] = 99

print(x)

[1, 2, 99, 4, 5]

x = [1,2,3,4,5]

y = x.copy()

y = x[:]

y[2] = 99

print(x)

[1, 2, 3, 4, 5] 

[1, 2, 99, 4, 5]



タプル（tuple）
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• カンマ（ , ）区切りで要素を指定、() で囲っても良い

• 各要素へのアクセスは、変数名[範囲] にて
（ただし、リストと違い、要素の中身を変更することは不可）

x = 1,   # 要素が1個のタプル作成時は , を末尾に
x = (1,)  # 要素が1個のタプル作成時は , を末尾に
x = 1,2,3,4,5

x = (1,2,3,4,5)

print(x)

x[1:3]          # 2番目（1）から4番目（3）未満 → 2～3個目

x[:3]           # 4番目（3）未満まで → 1～3個目

x[3:]           # 4番目（3）から最後まで

x[2] = 9 # 要素の中身は変更不可なのでエラーが出る



型とデータ構造（抜粋）
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型・データ構造 例 変換
整数（int） x = 123 int()

浮動小数点数（float） x = 1.23 float()

論理値（bool） x = True ; y = False bool()

文字列（str） x = 'Hello' str()

リスト（list） x = [1,2,3] list()

タプル（tuple） x = 1,2,3 ; y = (1,2,3) tuple()



参考：メソッド
• 数値型や文字列型、後で紹介するリスト型、それぞれの型に

対して適用できるメソッドと呼ばれる関数が用意されている

• 通常、数値型のためのメソッドは他の型には適用できない

• 実行すると「①変数の情報を返す」「②変数に処理をした結果を
返す（中身は変わらない）」「③変数に処理をして中身を変える」
場合がある ⇒ 特に変数の中身を変えるメソッドには注意が必要

• 以下に例を示す

30

x = [6, 4, 2]

x.index(4)     # ②変数に処理をした結果を返す（中身は変わらない）

1

x.sort()

print(x)       # ③変数に処理をして中身を変える

[2, 4, 6]
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関数の定義
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• 関数定義の例
⇒ 1 行目の最後に : 、インデントにて関数内であることを表現

• ラムダ（lambda）式にて名前のない関数を定義することが可

def multi(x, y):

print(x*y)   # 結果を print

multi(2, 3)

def multi(x, y=3):

return x*y   # 結果を return、変数 y は指定しなくても良い
z = multi(2)

6

multi = lambda x: x*3

multi(2)

multi = lambda x, y: x*y

multi(2, 3)

6



比較演算子など

• 比較演算子

• 否定、かつ、または

33

記号 == != >= > <= <

意味 等しい ≠ ≧ ＞ ≦ ＜

記号 not and or

意味 否定 かつ または

2 == 3

1 <= 2 and 3 < 4

False

True



条件分岐

34

• 引数が０か正か負かを判定する関数 judge() の定義

def judge(x):

if x == 0:

print('zero')

elif x > 0:

print('positive')

else:

print('negative')

judge(0)

judge(1)

judge(-2)

zero

positive

negative



くり返し

35

• 1 ～ 3 の整数を足し算する関数 sum1() の定義

• 1 ～ n の整数を足し算する関数 sum2() の定義
⇒ range(n) にて n 回くり返すが、i の値について注意

def sum1():
x = 0
for i in [1,2,3]:

x = x+i
print(x)

sum1()

6

def sum2(n):
x = 0
for i in range(n):

print('i='+str(i))
x = x+i

print(x)
sum2(3)

i=0
i=1
i=2
3
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クラス（class）

• 新しいオブジェクトの型を定義し、その型を持つインスタンス

（インスタンスオブジェクトともいう）を作成できる

 オブジェクト ＝ 物、何かしらの型をもつ

 クラスを定義する → クラスオブジェクトが作成される

• クラスのインスタンスは属性（attribute、状態）を持ち、属性を

変更するためのメソッド（method、見た目は関数）も定義できる

 クラス名は大文字で始めるのがお作法

• 新たにインスタンスを生成したときに、一度だけ呼び出される

メソッドのことをコンストラクタという

 「オブジェクトの初期化」と考えると理解しやすいかも

 コンストラクタは必ずしも定義する必要はないが、定義していない

場合は、「何もしない」コンストラクタが定義される
37



クラスの作成例①

38

• クラス MyClass1 を定義する

• MyClass1 のインスタンスを生成し、x に格納

 メソッド __init__() が呼び出され、self.num（実際には x.num）に 0 が格納される

 x.num にてインスタンス x の num（インスタンス属性という）の値を参照する

 x.add(2) にて「 num へ 2 を足す」「 x へ結果を格納」を実施する

 x.num の値を書き換えることも可

class MyClass1:
""" クラスの作成例 """   # 冒頭にコメント付与が可
def __init__(self):      # コンストラクタ

self.num = 0           # インスタンス自身は self という名前で参照
def add(self, x):        # メソッド add()

self.num += x          # self.num = self.num + x という意味

x = MyClass1()             # インスタンス x を作成
print(x.num)               # x の属性 num を参照
x.add(2)                   # メソッド add() を適用
print(x.num)               # x の属性 num を参照
x.num = 3                  # x の属性 num の値を 3 に
print(x.num)               # x の属性 num を参照

0
2
3



クラスの作成例②

39

• クラス MyClass2 を定義する（コンストラクタは未定義）

• MyClass2 のインスタンスを生成し、x と y にそれぞれ格納

 クラス属性 var には x からも y からも参照可能

 MyClass2.var にてクラス MyClass2 の var の値を参照する

 新たなインスタンス属性（例えば x.num ）を追加することも可
→ クラス属性についても同様に追加可（例： MyClass2.var2 = 7 ）

class MyClass2:

var = 0 # クラス属性 var

def add(self, x): # メソッド add()

__class__.var += x # __class__.クラス属性名にて参照

x = MyClass2() # インスタンス x を作成
y = MyClass2() # インスタンス y を作成
x.add(2) # メソッド add() を適用
y.add(3) # メソッド add() を適用
print(MyClass2.var) # クラス属性 var を参照
x.num = 3 # x に属性 num を追加（値を 3 に）
print(x.num)               # x の属性 num を参照

5

3

※インスタンスとクラスの両方で同じ属性名が使用されている場合、属性検索はインスタンスが優先される



クラスの継承（inheritance）

40

class MyClass3:                      # superclass（親クラス）
def __init__(self):

self.var3 = 1

def f(self):

print("aaa")

class MyClass4(MyClass3):            # subclass（子クラス）
def __init__(self):

super(MyClass4, self).__init__() # super()で親クラスの呼び出し
self.var4 = 2

def f(self):

print("bbb")                     # 親クラスのメソッドを書き換え

x = MyClass4()

print(x.var3)

print(x.var4)

x.f()

1

2

bbb

• クラスを継承することが出来る

 クラス MyClass4 は、クラス MyClass3 を継承した上で、コンストラクタを若干修正

 クラス MyClass4（子クラス）は、クラス MyClass3（親クラス）のメソッドを書き換え可
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